
【事業概要】

本事業はモンゴル南部のウムヌゴビ県ツォグトツェツィー郡において風力発電所の建設・運営
を行う事により、モンゴルにおける電力需給逼迫の緩和及び再生可能エネルギーの利用促進を
図り、以って同国の持続的な経済発展及び気候変動の緩和に寄与するもの。

【事業の意義】

１．モンゴルにおける再生可能エネルギーの推進
 モンゴルにおける固定価格買取制度に基づく再生可
能エネルギー事業の推進

２．日本企業による質の高いインフラの推進支援
 国際開発金融機関である欧州復興開発銀行（EBRD）
と協調融資をする形で、ライフサイクルコスト、環境社
会配慮、現地雇用の推奨等を考慮した「質の高いイ
ンフラ」を日本企業が中核となり進めるもの
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（注１）Newcom LLC（モンゴル現地法人）：モンゴルのインフラ投資会社。傘
下に電気通信事業、従来型エネルギー事業や自然エネルギー事業などを
担うグループ企業を有する。
（注２）SBエナジー株式会社：自然エネルギー等による発電、電気の供給及
び販売、発電設備の設置、運用及び保守管理業務等を目的に2011年に設
立されたソフトバンクグループ株式会社の子会社。
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